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CAMACクレートをGP-IBでコントロールできます 
パソコンやミニコンからのCAMACコントロールが可能 

 特長  

CAMACクレートをGP-IBでコントロール  
1行でCAMACスタート  
ブロック転送も可能  

 仕様 

GP-IB：アドレス変更可能
出 力：NIMレベルモード、NIMパルスモード

(100ns～1µs)
形 状：CAMAC標準モジュール
電 源：+6V 2.5A

 ハードウェア 

1. 内部CPUにZ80A(相当品)  
2. 最大転送レート10kbyte/sec  
3. LAMの信号でサービスリクエストを出力  

 ソフトウェア(バイナリ転送、アスキー転送のどちらかが可能) 

1. レジスタへの直接出力/入力  
2. I、C、Zのセット/リセット  
3. デマンドのイネーブル/ディセーブル  
4. CAMACサイクルの直接スタート  
5. ブロック転送  

C014 CCP-BUS OUT付 CAMAC3幅モジュール

C014-1 CCP-BUS OUT無し CAMAC2幅モジュール

▲ 豊伸電子ホームへ
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